
70－（217）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛言　州し1　医　護稼　　第工5宅塾

Tween 80加結核培地に対する血清の影響に

関する研究
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Studies on the Influence of Serum on the Tubercle 

Bacillus Medium containing Tween 80 

Kiyoshi Suzuki, Yoshitsugu Yamada and Tadakatu Tazaki

　　　　Depertment　of　Bacteriology，　Faculしy　of　Medicine，

　　　　　　　　　　　　Shiヱ1shu　Uエユivercity

　　　　　　　　　　（Direc仁or二Prof，　T．’razaki）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）　使用萬株：緻蜜保存の（H37Rv）株を一澱間毎

　　　　　　　　　　緒　言　　　　　　にS。ut。。培地10111e（1％アトラ・膿Tw，，n　80

　　Dubos等の結核繭の液体培養に関する一一・maの報膏　　　加）に植えつぎ，その7日振鰍培擬のものを約21｝倍稀

　の中に・ポリオキシmチレンソルビタソモノオレイト　　　釈し，そのO．5認を接種した。（eOO7に禽した）こ

　（Tween　80）を加えると，接種菌盤が少ない時は市版　　　れは魑燥菌：墨：O、　2270p／紹に相当する。

　Tween　80中の遊離オレイン酸の為に菌の増殖が阻　　　2）培養法：径17～侶襯，水平部110～115襯，闘さ

、審され，牛血満をこの際漁加すると，遊離オレイソ酸　　　約70munのL字管を使用し，振嶽培養を行つた。搬巾は

　が保護されて阻書が減少するが，しかし牛血濟の代り　　　40mnで圓転数は毎分44往復とした。

　に篤血清を使用すると，菌の発育阻轡が著しくなるこ　　　3）菌の増殖度：L字管のまま光電光度計によつて

　とを見出している。Tween　80を塾質として馬血L湾　　　測定し，吸光度を薗増殖の濁度とした。（560”「lt）

　中のリパーゼの活性度を測定し・馬血L清中にはリパー　　　4）　リパーゼ活性度及び遊離脂肪酸の測楚tDavis

　ゼが多く含まれ・Tween　8Qから多くのオレイソ酸が　　　の法⑦に準じた。即ち培養液5認全盤を典栓遺心管に

　遊離される上，馬血清中には牛血溝程アルブミソ量が　　　移し．1．　5meの純水で3圓容器を洗い共機遠心管に含

　多くないので，遊離オレイン酸を保護しきれずに阻害　　　した。NaH2　PO4を飽和になるまで投じ，＝’チiV　m一

　が認められると説明している。この揚合，馬血清濃度　　　テル，石油工一テル（5；1）を5η6加え良く娠愚し

　を2－5％にすると，菌の増殖の阻雪が見られるが，　　　た後遠心3000rpmユ0分行い，鮮明に分離したエーテ

　更に馬血清董を増加して10％にするとかえつて菌の発　　　ル層を100me三角コルペンに移す。エーテル，石抽

　育が認められる。この事実は添加アルブミン蚤が増加　　　＝　一一テル混液を2回め5me，3回め3η6をもつて岡様

するので遊鰍・イン酸を保護した為に・菌の発育が　の操作を行い，エーテ・囑を全部ヨ角・ルベンに合し

見られると推定している。一方柳沢②…④及び小野⑤　　2methyl　2・4pentandiol　O・59を加えエーテルを

⑥は，　Tween　8・加S…。・培地に…モ・曲瀧　とばした後チモー，げルーを指示薬としてN／f、。、Na。li

　O．1％叉はそれ以下に添加しても，結核菌の発育が顕　　　液で滴定し，その消費量からオレイン酸を算出した。

薯に阻止される事を見出している。　　　　　　　　　　N／5。NaOHユfneはオレイン酸5．638㎎に相当する。

　我々は，このモルモツト血髄含んだ’rween・8。　5）モ・・モツト血清鍵康モ・レモツトから採血し，

加Saut・・培地に於る轍醗育阻止作用について検　2－3頭の血瀧等鵬じて実験に供した。採血は使

討し，モルモツト血清1こは馬血清をしのぐ程度にリ　　用する日又はその前目に行い，使用時まで冷蔵した。

1パーゼが強く，この為に結核菌の発育が阻露されると　’　　6，オレイン酸：市販試薬オレイン酸を6～5°Cで

考えられる結果を得たので報告する。　　　　　　　　　固化する部分4°Cで固化しない都分を捨て虫りこれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を繰返し，沃度価9ユ，3のものを使用した。これを使胴

　　　　　　　　　　実験方法　　　　　して馳物脂畷齪のN」Pt率は99．2％であつた。

　培難その他購柳・醐脚じた⑧．　　　（搬価の測定はW至ji・の識・よつた．）
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　7）　Tween　803Twecn　8：｝10％溶液を0．4N－Na一　　　　第1図　Tween　80とモルモツト血湾の濃慶を

OHで30分間沸騰させて加水分解を行つた後．遊離脂　　　　　　　、変えた場合の結核菌の増殖の度合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魂話藷一＿。．＿．．．。＿－a＿鱒モル囎x、、。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　2　　　3　　　d　　　5　　6　　　7　　　8日
の増殖を測定し，舞1図の様な結果愈得た。実測偵か　　　　　　　　増　楚　日　撒

ら接種前の値を差引き．Tween　802％，モルモット

肪酸を測遣するとオレイン酸として24．4％含衡されて

おり，末反応の遊離オレイン酸（加水分解せず測定し

た遊離酸量）を差引くと23．1％の結合オレイソ酸が認

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，0められた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菌
　　　　　　　　実験結果及び討論　　　　　　　　　　　　の

　　］．）　Tween　8〔｝濃度とモルモット1血L清濃度の　　　　　　増

　　　相関関騨討　　　　　欝
　モルモツト」血清とTween　80が共仔することによ

つてはじめて阻警作用が認められることから，両弱の　　　　OS

濃度組合せを変えることによって阻善度に変化がある

かどうかを検討した。

　Tween　80は2％，1％，〔｝．5％，0．25％（これ以下

では繭塊になつてしまうq）とし，モルモツトmL清は

×250，　×500，　×1000，　×2000イ音稀環尺と，モルモツト

，由L澗を加えない場金の5段階としたo接種後8日間菌

血L溝を添加しない場合の8日園の繭策なユ・0として他

をその害1合で衷示した。モルモツト五IL満を加えない場

合，Tween　80が2％添加されている場合は1％5こは

それ以下の場命より歯蹴が少なく，α25％の場含より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，0
増殖速度も軽れている。本条件に於てもAoyagi＆
MizunO⑧の結果の様に，　Tween　80は1％又はそれ以　　　　菌

下が薗の培養に適している。後述の如く市販Tween　　　の

80は鎌の脂搬（オ・イン酸）蛤んでいて，その　増
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殖
阻割乍用が認められると思われる・モルモツト1備　　度

250倍稀釈の場合はTween　80の濃度の如何を間わ

ず菌の増殖は全く認められなかつた。又，愚ルモツト　　　OS

血蒲500倍稀釈のIFn　f，tは僅かに菌の増殖が認められた

が，Tween　tioの濃度の差の影響は認められなかつ

た。モル毎ツト」血滴1000倍稀釈の場合は，本実験範囲

内ではTween　80の濃度が少ない程モルモットlttlme

の阻害作用が減少し，モルーe一ツト血滴2000階稀釈の場

合はその傾向が更に顕著に現れている。

　　　　　　　　　　州

　　　　　　　　／＿

　　　　　　／／＿一

　　　　　　　ノ　　　　がA　　　　／　　　　　　，づレム耐胴

　　／乾＿一…〆刷煎駅゜°
〆呂←國“一’“

　　　　　　　　　　　　　ゆ
第1

Oモル血iMX2000

　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　♂〆°　　ノモル蛸Xl。oo

　　　　　　　〃1／

　　　　　．4〆　　　　，
　　　ノて＿・一…・一　…ムモルMi「ex　5°°

婦差駈£：ニー。＿．。＿＿。＿．．tl。，輔．，，。

　　2）　モルモツト血清を56°C｝こ加熱した場合　　　　　　　　　　　増　養　日　数

　　　の結核菌の増殖阻1と作用に対する影響

　次に，培地に添加するreルモツト血溝を加熱した場　　　1000倍とした。上述の如く前培養したH37R▽靴所定

合optw響を検討した。　　　　　　　　　　　　　　　の稀釈を行い接種後培養し，毎日菌の増殖を測定し第

　上述の如くにモルモツト1血滴を採取し，生理食塩水　　　2図の結果を得た。増殖の度合は第1図の実験に準じ

で251音に稀釈したものを56°Cの楓澱水槽に入れ，10　　た。

分、20分・30分後に一一部を夷股菌的に取り出し直ちに水　　　血清を56°Cに加熱した場合，250倍の高段階では

冷した後，ユ％Tween　80加Sauton培地に添加し　　未だかなりの増殖阻害作用が認められるが，1000倍稀

た。各時間毎に血清の稀釈度は250倍，50し）倍及び　　　釈液になると10分，20分，30分の加熱でも阻審作用は
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　　　　　　　　　　第2図（その2）モルモツト血澗500倍稀釈
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12 ﾘ整㌔5数678日　　　　α5

、殆ど認められなかつ牟。これらの結果からもモルモツ

ト血清とTween　80が共存した場合，菌増頒阻害は

56°C加熱により薯しく影響を受ける結果を得たので，

血清中のリパーゼの耐熱性を検討した0

　　3）モルモット血清中のリパーゼの測定

　　　伽（瓜㈱ツ／

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　メ

　　　　　　　　　，！
　　　　　　　　／／56：2°min…℃1・。・，

ノ〆／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12345678910日　1％　Tween　80加Sauton培地にモルモット血溝　　　　　　　　　　　　　　増　養　　目　数

・を100倍，200倍、400倍，800倍になるように添加

　し，無菌的に37°Cに保存し24時間め，48時間めの遊　　　　第1表に示されているように，血溜を添加しない培

礫オ・イγ醗酬定した・　．　　　地からは僅かt・t・イ職を認めたカ・，血瀧餓た
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第2図（その3）モルモツト血清1000倍稀釈　　　　　培地からはかなりのオレイン酸が認められ，㌶5袈の
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように本実験条件に於ては結核菌が増殖出来ない狸度
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°／　　　　　　「rw・e・80加Saut。・培地セ・4・・倍，800倍になる

タ

7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番弱く，牛血溝がこれに次ぎ，鵬血溝鳳モルモツト

　1，　2　3増4as　s　N　6　va　1　　　9　10日　　　」血滴に匹轍する位強いことが調められた。　Davis＆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dubos⑥は，馬血潤が2－v：to％培地に添加されると結

第1衷　　　モルモット血清中のリパーゼの測定
　　　　　　　　　　　　　　　（遊離脂肪酸矩撒）
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核菌の増殖が阻害されるが10％以上加えた時は菌の増　　　地での正常の増殖の約半分のカーブを示している。

殖が見られる。これは1血t満中のアルブミンが多鐙に添　　　（第2図）

加されてリパーゼによる遊離オレイン酸がアルブミン　　　　6）弗化ソーダ，アトキシル，キニンの

で保護され，かえつて菌の増殖を可能ならしめると述　　　　　影響

べている。我々はセルモツト1血清を10％添加しても著　　　リバーゼの阻害剤として弗化ソ・・一ダ，ア1・キシル，

しい白濁が生じて菌の増殖は認められなかつた。又こ　　　キニン等が考えられる。ユ％Tween　80加SautQa培

の場含の遊離オレイン酸も1。00帥騨紹の多量で，結核　　　‡瞭こモルモツト血清を加えた時の阻轡作用に，これら

菌の増殖が阻止されたことがうなづける・馬血溜のア　　　リバーゼ阻害剤がどのような影響を示すか検討な行つ

ルブミンは牛血漕の約s／4と言われ，又家兎の」血蒲ア　　　た。

ルブミソは牛1血清の約1・5倍もあると雷われている。　　　モルモツト血消800倍添力ilの場合，キStソを10－3M，

リパーゼ鐡とアルプミソ量から考えるならば、家兎煎し　　5x10－4M，2．5×10－4M，1．25×10’・’4M，6．25×1．O－5M

満はTween　80加結核蕗培養には或いは牛」血L溜より　　　になるように加えたが，対照の血溝を加えず，キ晶ソ

優れた結果が得られると思われる。　　　　　　　　　　　を1，25×10－4Mに添加した場舎で約50％の菌増殖阻審

　　5）　モルモツト血澗を56°Cに加熱した場含　　　　　が認められ，5×10－4Mでは完金に歯増殖喩阻審する

　　　　の血濡中のリパーゼ景の変化　　　　　　　　　ことを認めた。又，モルモツト血溝800借稀釈の場禽

　モルモツト血清を生理食塩水で25倍に稀釈し・56e　　　でも菌の増殖は紹められなかつたし，又，　Sauton培

Cの恒温水槽に入れユ0分t20分・30分後に取り出し・　　　地中でTween　80からオレイン酸を遊離すること

1％　Tween　80加Saut・n培地々こ痴糊に添加し250　を本条件で螂膳しないので，キニンについては以後

倍稀釈になるようにしたDそれを37°Cに48時間無τ欝　　　の検討を行わなかつた。　（本実験条件ではキニンの

的に保存する間に産生されたオレイン酸鍛を滴定し　　Tween　80加水分解阻轡は1，　25　×　1，0　・一　3Mア僅かに，認

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　められ，2，5×．1　0　・一　SMで約50％阻審が認められた。）

　第3表に見られる通り、モルモツト」血漕中のリパー　　　　　a）弗化ソーダの影響

ゼは56°C30分の加熱により’その活性度は50％以下　　　　弗化ソーダは7，ユxIO－3Mの濃度までは菌の増殖な

に低下することが認められた。　　　　　　　　　　　　阻審することは認められなかつた。しかしモルモツト

　結核菌の増殖阻書作用も，モルモツト血滴を56°C　　血清による菌の増殖阻蜜作用を抑制することは，この

30分加熱した250倍稀釈のもの1漁t滴を添加しない培　　濃度では懲かしか認められなかつた。又リパーゼ阻警

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作用も第4表に見られる如く僅かしか認められなかっ

第3表モルモツト血清申のリバーゼの　　　　た。
　　　　56°C耐熱性　　　　　　　　　　　　　　　　Tween　80加1％Sauton培地にモルモツト血

モルモツト血清の加熱条件

56°C　　　　10分

56°C　　　　20分

56°G　　　　30分

加熱しない並1溝

遊離された　　　　　　澗を200倍になるように添加し，それに弗化ソーダ
オ上狂嘩mp／。e　7，・・1。一・M・il・なるように漁，し菌搬搬ず無菌

0・322　　　　　　的に37°Cに2塒間保存した後，オレイン酸論を測定

0・295　　　　　　した。弗化ソーダは7，1×10－2M以下で全く効果がな

0・221　　　　　　いことを予備試験で認めたので，7．1×10－－2Mのみに

0・522 @　　ついて極尉した。

第4表　モルモツト血満中のリパーゼに対する弗化ソーダ及アトキシルの影響

1

2

3

4

5

6

24時闘後の遊離

オレイン鯉剛紹
0．142

0．726

0666

0，219

0，250

0．406

1．のオレイン酸鍛
を差引く

0．584

0，524

0．077

0，108

0．263

Tween　801％加Sauton倍地
ユ）　にモルモツ　ト血・湾200倍になる構詩こ

2）　に街野ヒソーダ7。lxlo’－2M添カロ

2）にアトキシル3×10一2M添加

2）にアトキシル1，5×10－2M

2）にアトキシル3×10－3M
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　b）アトキシルの影響　　　　　　　　　　　　　　　　　第5袈　Tween　80とモルモツト111L滴の結核菌

Tween　801％加Sauton　j，／tl地にモルモツトIflL満　　　　　　　　阻審に対すゐアトギシルの影響

を200倍になるように加え，更にアトキシルを3×

10－：M，1．5×10－2M，3×10－2Mになるように添加し　　　アトキシル濃度

たものに菌を接種せず，無蘭的に370Cに保存した。　　　＿．．＿．．一一tt＿＿＿＿＿

24時間後の遊離オレイ㌧酸は第4表に見られる如くア

トキシルの添加により著しく滅少し，モルモツト」血清　　　　6×10－2M

中のリパ”一・－tビの陥．霜を示した。又，1％Tween　80加

Sauton培地にモルモツト」〔且滴4（，し倍，800倍，1000　　＿．一一一．．＿t．＿＿

倍になるように添加したものと，」血湾を加えないもの

と4段階とし，アトキシルは6×1，0－・2M，3x10一2M，　　　　3×1〔｝一　2M

1，5×1Qτ2M，7，5x10順3M，3　＞c　IO－aMg　1．5x10州M，

無添加の7段階とし，夫々の組llτせのものにユ）の実

血満濃度菌の増殖〔度

（稀’釈催数）　／1日日

　　400倍

　　800倍

　1，　600倍　　”

　　　0　　　　0，24

　4【）0倍

　800倍

1，600倍

　　o

験と同じ条件でH37Rvを接種し薗の増殖を測箆し　　　　　　　　　　　400倍

た。IX日間測定したので殻緯曽繊とその1肋遊離オ　　1．．5×10－－2M　8°嚇

レイン酸鍛を第5表に示す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，G〔〕（1倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1
　第5我に見られる通り，本突験条μ1二ではアトキシ　　　．．．．．．＿＿一一一．．．＿＿一一＿．一一．一一一＿一．，．．，一．＿

遊　　　離
オレイン酸盤：

　　　卿認

増菌せず　　　0211

　1’　　　　　　0．222

　　　　　　0，221

　　　　　　0，160

増菌せず

　o．ユ9

　0．80

　Q82

o，229

0．222

〔1，コh’O

o．ユ62

増菌せず　　　0、247

　〔、，12　　　　　0．234

　0．40　　　　　　0．2〔〕2

　0．82　　　　　　　0，178

ルも結核菌自体の増殖を阻轡することを認めた。蒋　　　　　　　　　　40Q傍　増菌せず

に6x・0－・Mでは，かなりの阻轡が認められた。しか　　7．5×10－・M　80噛　1’

橘ζ。協線雰灘」膿謝亭漏＿＿＿．．上∵野量鑑

も抑制することが認められ，モルモツト1血溜が1600借

でアトキシルが3×10｝2M添加された場合1乳モルモ　　　3×ユ0－3M

ツト血清の阻害作用は殆ど認められなかつた。又，培

養後高雌滅菌を行いオレイン酸を定蝋すると，アトキ

　400倍

　800倍

1，　60C，倍

　　o

シ、レカ・6。ユ。一・Mの融度の鵬｝まTwee。8・の加　…………“m’”rm「漏碍

水分解が阻書され遊離オレイン酸の麓生も僅かである　　　1，5XエO－3M

が結核菌の増殖出米ないのは，アトキシルの菌増殖阻

害によるものと思われる。又一方3XlO州M又は1．5

×10－SMのアトキ；7’　，Lでは，モルモツト血湾中のリ

パーゼを阻審することが充分でなく，夢量のオレイン　　　　　　0

酸の遊離が認められた。本実験条件では3×10－2Mア

トキシル添加によつて菌の増殖抑制も著しくはなく，

又血清中のリパーゼは阻警される為にかなりの燈の菌

　800倍

1，60〔〕僑

　　o

　400倍

800倍

1，60Q倍

　　0

増菌せず

　”

　「ノ

　1，2

増菌せず

　u
　l／

　1，1

増菌せず

　1’

　”

　1，3

O，672

0．420

0．266

0，ユ92

0．736

⑪。616

0．tio8

0。224

0．754

0，6ユ6

0，428

0．236

0．928

0。828

0．744

0，226

増殖が認められた。又アトキシルと弗化ソ・・ダの併用　　　一致した効果を示していることが認められた。

を試みたが，低濃度に於ても顕署な効果は得られなか　　　　木実験条件では，モルモヅト1倉繭の添加により，

つた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tween　80からのオレイン酸の遊離は，かなり緩漫

　Tween　80加Sauto皿培地にモルモツト血清をO．1　　であるが，結核菌のGeneration　timeも本爽験条件

％又はそれ以下に添加しても，結核菌が増殖陽審を受　　では約23時間を要するので，その間に菌の増殖を阻止

けることは，以上の実験からモルモツト血清中のり　　するに充分なオレイン酸が生産されるものと思われ

パ＿ゼがTween　80を加水分解し遊離されたオレイ　　る。

ン酸が菌の増殖を阻害すると思われる。即ち56°Cに　　　　モルモツU血清は馬血清をしのぐTween　80加水

reルモツトlt［L｝eeを加熱した場合，菌増殖阻害作用が抑　　分解能を有するので，　O．1％又はそれ以下の濃度で結

制され，又オレイン酸の遊離も減少し，その1頃向が良　　核菌の増殖を阻害するに足るオレイン酸をTween　80

く一致している。又アトキシル等リパーゼ阻轡剤の影　　　から生麗することが出来ると思われる。又，10％と

響も，菌増殖阻．’警作用とオレイン酸遊離阻害に対して　　　言う高濃度にモルモット」血清を加えてもDavis＆
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Dubosの馬∬巳清の場合のように菌の増殖は認められ　　　　3）　Tween　80にモルモツト1血1消を種々の濃度に・

ず，やはり阻害が認められた。又オレイン酸も多量に　　　添加し，遊離するオレイン酸坦：が血L消濃度の高い程多

検出された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いことを認めた。

　モルモッh血清は罵並且清に比して多鑑のアルブミソ　　　　4）　同じ条件で牛，馬，象兎」血溝のリバーゼ撒をモ

を含んでいるが，Davis＆Dubosの言う多量の馬血　　　ルモツトのそれと比鮫し，モルモツトが著しく篤，牛

清を使用した時に認められた遊離オレイン酸の保護は　　　がこれに次ぎ，象兎血溝はTween　80からオレイン

見られなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　酸を遊離するリパーゼが非常に弱いことを認めた。

　又，第1図に見られる様に，Tween　80の濃度が　　　5）　リパービの阻雷剤として知られているアトキシ

高い程モルモツト」面冑の菌増殖阻書作用か強いことが　　　ル，弗化ソーダ，ee　r一ンの効果を検討した。　Tween

認められるが，特別な相関関係が存在する為でなく，　　　80加Sauton培地にモルモツト1血L溝を添加したもの

市阪Tween　80にはかなりの遊離オレイン酸が含ま　　　に上詑薬剤を入れると，アトキシルの場合はいく分菌

れているので，TWeen　80濃度の高い程培地中のオ　　　の発育が見られるし，　ISZL　」i・レイン酸の遊離も阻審され

レイソ酸量が多いことと，2～O．25％位の間では誌質　　　ることが誌められた。弗化ソーダは，それ慮体が菌の

濃度の高いほど生麗物である遊離オレイ酸生産量が大　　　発育を阻轡しない濃度範囲では，僅かにリパーゼを阻

であることも想像される。　　　　　　　　　　　　　　霧するにすぎないし，又モルモツト血溝の菌発資阻轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作川も僅かに抑制さ♪iしるにすぎないことを認めた⑪

　　　　　　　　　要　　約

　1）ポリオキシエチレンンルビタソモノオレイト　　　　文献
〔Tween　80）加Sautonナ音地に［一ルモツト血L清を添　　　①Davis，　B．　D．＆Dubos，　R．　J．：J・Bact　55111，

加した場合，Tween　80とモルモツト血清の濃度を　　1948　　②柳沢雄次：儲州践誌，8：2354，1959

変えた時⑱結核菌の発育阻警の秘度を検討した。　　　　③柳沢雄次；儒州医詫呂　9：281，1960　　④柳沢輝i

　2）　モルモットifiLmeを56°Cに10，20，3〔｝分加熱し　　　次：儒州医誌　9：29i：，1960　⑥小野　罫；僑州曝

た場合の菌増殖阻轡作用に対する影響を検討し，20分　　　誌　9：4231660　⑥小野　昇：儀州医誌，9：430．

叉は30分加熱により阻害1’F用が約半分に減少すること　　ユ960　⑦Archiball，　R・M，：J．　Bio1、　Chem，165：

を認めた。又この結果は，加熱によるリパーゼの破壊　　　443，1916　⑧AeyagiT　T．＆Mizuno　D：J，　Gen，

程度を良く一一twすることを認めた。　　　　　　　　　　　Micrabiol．20：173，：L959


